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株式会社エイエフビイの株式取得（子会社化）に関するお知らせ 
 
 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社エイエフビイ（本社：大分県大分市 以下、AFB

と表記）の全株式を取得し、完全子会社化することを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 
 記  

 

１． 株式取得の理由 

当社は、大分県大分市での創業以来、住居用賃料保証や事業用賃料保証を中心に事業を展

開しており、成長戦略の一つとして、当社グループの理念とビジョンを共に追求する企業のグルー

プ化を掲げています。 

AFBは、大分県有数の歴史ある総合広告代理店であり、地元の主要放送局をはじめ数多くの

顧客を有し、テレビ・ラジオ・新聞・屋外広告の定例媒体、スポットの企画型広告、イベント運営、グ

ラフィック・Web・映像制作など幅広い広告サービスを提供しています。 

AFBの蓄積されたノウハウとメディアネットワークを取り込むことで、実践的なマーケティング知

見を醸成しつつ、当社グループのマーケティングやプロモーション機能の強化が期待されます。 

また、近年、賃貸住宅業界において DX化が急速に進展する中、当社の取引先である不動産

会社さま向けの物件紹介動画（内覧動画）制作をはじめとする新サービスの開発など、当社グル

ープのさらなる企業価値の向上に資すると判断いたしました。 

 

２． 異動する子会社の概要 

（１）名称 株式会社エイエフビイ 

（２）所在地 大分県大分市生石 4丁目 1番 20号 大鉱ビル３F 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 實﨑 佑一 

（４）事業内容 総合広告業務 

（５）資本金 16,000千円 

（６）設立年月日 1971年９月１日 

（７）大株主及び持株比率 實﨑 佑一 

矢野 展弘 

他 個人株主１名、法人株主５名 

62.5％ 

3.1％ 

34.4％ 

（８）上場会社と当該会社との 

関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 広告出稿などの取引があります。 



 

（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2022年８月期 2023年８月期 2024年８月期 

純資産 ▲55,363千円 ▲61,047千円 ▲60,454千円 

総資産 73,860千円 66,388千円 63,149千円 

１株当たり純資産 ▲1,730.11円 ▲1,907.73円 ▲1,889.22円 

売上高 177,675千円 188,285千円 208,364千円 

営業利益又は営業損失 ▲9,272千円 ▲5,023千円 1,673千円 

経常利益又は経常損失 ▲5,015千円 ▲5,509千円 774千円 

当期純利益又は当期純損失 ▲5,220千円 ▲5,683千円 592千円 

１株当たり当期純利益又は当期

純損失 
▲163.15円 ▲177.62円 18.51円 

１株当たり配当金 －円 －円 －円 

 

３． 株式取得の相手先の概要 

（１）氏名 實﨑 佑一 

矢野 展弘 

他 個人株主１名、法人株主５名 

（２）住所 大分県大分市 他 

（３）上場会社と当該個人との 

関係 

資本関係、人的関係、取引関係等該当事項はありません。

また、関連当事者に該当する事項もありません。 

 

４． 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１）異動前の所有株式数 ０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：0.0％） 

（２）取得株式数 32,000株 

（議決権の数：32,000個） 

（３）取得価額 株式取得価額：６百万円 

アドバイザリー費用等（概算）：１百万円 

合計（概算）：７百万円 

（４）異動後の所有株式数 32,000株 

（議決権の数：32,000個） 

（議決権所有割合：100.0％） 

 

５． 日程 

（１）取締役会決議日 2025年７月１日 

（２）株式譲渡契約締結日 2025年７月１日 

（３）株式譲渡決定日 2025年７月 25日（予定） 

 

６． 今後の見通し 

 本件株式取得による、当社グループの2026年３月期の業績に与える影響につきましては

軽微であると見込んでおりますが、中長期的には当社の企業価値向上に資するものと考え

ております。今後、開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


